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事業コード（Ｒ５－建－継－０１ ）
箇所名 （北秋田市阿仁幸屋渡 ）

● 選定または継続 ○ 改善 ○ 見直し ○ 保留または中止

①指摘事項

前回評価結 特になし

果等
②指摘事項への対応

特になし

２．所管課の自己評価

観 点 評価の内容（特記事項） 評 価 点

○最小曲線半径が３０ｍ、５０ｍといった急カーブが連続しており、曲線部において拡幅
が無いため、大型車とのすれ違いが困難であり、冬期堆雪巾もない。

必 要 性
○平成２７年には急カーブで死亡事故が発生している。 １２点

○北秋田市総合計画の中で広域交通基盤の整備が重点プロジェクトに挙げられており、国
道105号は市を縦断する主要幹線道路と位置づけられている。

緊 急 性
○当該工区の前後が整備済み。 １５点

○第二次緊急輸送路に指定されており、整備による機能強化が期待される。
○R1.7.31に重要物流道路の代替路・補完路に指定され、更なる機能強化が期待される。

有 効 性 ○二次救急医療施設である北秋田市民病院へのアクセス路線である。 ２６点

○事業の費用便益比は１．３であり、効率性は高い。
・総便益の現在価値 ４３．０億円

効 率 性 ・総費用の現在価値 ３２．０億円 １９点
○発生土を盛土材に使用しコスト縮減を図っている。
○大部分がバイパスであり、中止による損失が大きい。

○令和４年度末の事業進捗率は１７％である。
○用地進捗率は８５％である。

熟 度 １５点

ランク （ ●Ⅰ ○Ⅱ ○Ⅲ ）

判 定 緊急性、効率性が高く、事業は引き続き実施すべきである。 ８７点

● 継続 ○ 改善して継続 ○ 見直し ○ 中止

総 合 評 価 事業継続は妥当である。

３．評価結果の当該事業への反映状況等（対応方針）

コスト縮減に努めながら、事業を継続する。

４．公共事業評価専門委員会意見

県の対応方針を可とする。
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